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　会議の参加者は、以下に要約される点について情報共有を

行い、議論を深めた。農業の営みを通して形成されてきた農

業生態系、生物多様性の回復を目指して、それぞれの立場で

一歩ずつ取り組みを前に進めていく決意を表明するとともに、

広く世界の関係者にこの取り組みへの理解と積極的な支援・

参加を呼びかける。 

湿地としての水田

　水田は、稲作のために管理された季節的な湿地として重

要。冬期または春の早期に水を張ったり、排水しても生き物

が退避できる溝の設置、冬場に暗渠の排水栓を閉じることな

どが有効であることが示された。

農薬・化学肥料に頼らない水田営農技術

　十分な元肥を供した土作りのもとで、根が張り生育の進ん

だ健康な苗を適切な密度で植えることによりイネ本来の病

害虫への抵抗性を引き出し、２回代掻きや深水管理などで雑

草抑制を図る生物多様性活用農法が示された。

生物多様性防除

　水田では生物が複雑につながった生態系が形成されてお

り、中でも害虫を捕食する天敵生物の餌となっているミジン

コやユスリカなどの「ただの虫」の存在が重要。このような

点に着目し、農業生態系の機能や生物多様性を高めること

で、害虫の大発生を抑える考え方（IBM：総合的生物多様性

管理）が、農薬に頼らない低コストの防除方法として示され

た。また、元来、その水田に存在しなかった外来生物を使っ

た雑草管理などは、水田生態系に与える影響を慎重に考慮す

べきとの考えが示された。

減農薬の環境保全型農業

　通常のやり方に比較して使用成分を半減させる環境保全

型農業の実践で、生きものが豊かな水田が戻ってきた事例が

紹介された。一方、育苗時に使用される箱処理剤が赤トンボ

の幼虫に与える影響、カメムシ防除が広く害虫以外の生物へ

与える影響などへの懸念が示され、生態系への影響を考慮し

て使用農薬の種類を選定するなど、もう一歩踏み込んだ対応

が今後の課題とされた。

水田の生きもの調査によって、普及・啓蒙活動と科学

的モニタリングの実現を

　水田の生きもの調査は、生物の豊かさと大切さに気づく貴

重な機会である。一方、より科学的に生物多様性の状況を把

握するため、指標種を設定した調査方法などが提起された。

消費者とのつながり

　水田営農を通して形成される農業生態系の役割やその価

値の社会的認知度が低いことへの懸念が示された。生産者や

行政は、生物種保全を前面に出した米の販売などその価値の

「見える化」に努め、消費者はそれを理解し再生産可能な価

格で買い支える仕組みが重要。その際、必ずしもシンボル性

の高い生物だけでなく、かつて当たり前に見られたはずの

「普通の生きもの」の絶滅危機とその保全の必要性を訴える

ことによってもそれは可能である。

… おおさき宣言の概要 …
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生物多様性 

　生物多様性とは、生きものた

ちの豊かな個性とつながりのこ

と。地球上には、それぞれの環

境に適応した 3,000 万種とも

いわれる多様な個性を持つ生き

ものがおり、お互いにつながり

あい、支えあって生きていま

す。私たち人間もその一部です。

　地球の歴史上６度目の大量絶

滅の危機といわれている現在、

かつてないスピードで生物多様

性が失われています。この大量

絶滅から、絶妙なバランスで成

り立っている生態系を守ってい

こう。また、未来への世代のた

めに、現在の多様ないのちの豊

かさを残していこうとする取り

組みが、世界的に求められてい

ます。

出典 : 環境省生物多様性ウェブサイト

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/


